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１．研究計画の概要 
１）ソドミーからホモセクシュアルといっ  

た概念の変遷が裁判記録によって検証でき

るか。 

  

２．ワイルドに対する裁判と、それに引き続
く同性愛嫌悪をめぐる当時の感情について、
性科学の側面から切り込んだ。イギリスに固
有のホモフォビアと、クラフト・エビングを
はじめとする大陸の先進的な性科学研究と

の関連を解明し、英文学からしか論じられて
いなかったワイルドと同性愛の問題につい
て、この議論の背景を大きく広げた。 
３．さらに 2009 年度においては、近代日本
において、性および身体規範（リスペクタビ
リティ）が西欧からどのように取り込まれた
かについて明らかにし、その深甚な影響を漱
石文学の中に読み込んだ単著『百年後に漱石
を読む』を刊行し、大きな成果を上げた。こ
の著作において、上記のような西欧のリスぺ
クタビリティが取り込まれるにあたって、男
色の問題系と家父長制を支える男性性のテ
ーマがいかに近代日本人の心性に内面化し
たかを掘り下げて、研究はかなりの程度まで
達成されている。 

２）同じことがワイルド裁判を報道するジャ

ーナリズムの言説において検証できるか。 

３）性科学の言説によって、いかにして同性

愛という近代的概念が、ソドミーとは別個に

構築されていったかを論証する。さらにそれ

が、ワイルド裁判において定着して広まった

という説を検証する。 

４）ディジェネレーション説と人種論の交錯

をワイルドを通してアイルランド、夏目漱石

を通して日本において明らかにする。 
  
３．現在までの達成度 ２．研究の進捗状況 
② おおむね順調に推移している。  オスカー・ワイルドの同性愛の問題につい

ては、ウォルター・ペイターを含めて、最初
の 2 年間中に 3 本の論文として発表して、か
なりのところまで明らかにしている。 

 【理由】オスカー・ワイルドとマスキュリ
ニティあるいは同性愛の問題に関わる著作
を 3冊も刊行して、当該研究の成果を既に広
く社会に向けて発信しているほか、イギリス
の学会でもワイルドや同性愛の問題系が近
代日本、とりわけ夏目漱石に与えた大きな影
響について発表してこのテーマについて初
めて海外に紹介した。これが大きな反響を呼
び、学会記念論文集の中にも収録されること
になっている。 

 これらにおいて以下の点を明らかにした。
１．ペイタ―の思想の本質が、ギリシャ思想
と同性愛の美学からなっていることを明ら
かにした。とりわけ永続性に対するに瞬間性
を重んじるという美学が、プラトニズムを契
機として、同性愛賛美の思想とひそかに結び
付けられていることを解明した。 

 
４．今後の研究の推進方策 
現在は当該研究の成果を盛り込んだワイ

ルドの評伝を中公新書から刊行するべく鋭
意準備中の段階である。 



 とりわけ、イギリスなどにおいて同性愛史
が盛んに書き換えられている最新の学問成
果を取りこみ、当時の同性愛をめぐる歴史的
状況からワイルドという人物に焦点を当て
る新しいアプローチを試みている。 
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